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金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第

三
十
四
巻

五

二
・へ

監万
三
貌

六
円

金

再

禁

後

の

爲

替

相

場

谷

口

吉

彦

・
次
礁

爲

替

相

場

の
動

揺

等

峯

目

珍

」
一勿

匿

な

率

十
ぜ
蕩

」

吐
下
楯

二

爲
替
動
揺

の
動
因

三

爲
替
相
場

と
國
力

五

儒
替
相
場
と
国
際
乱取
支

出ハ

松
閥替
属
官
理

の
必
要

闘

爲
替
相
場
の
動
堀

金

の
輸

出

を
禁

止
し

た

る
後

の
爲

替

相
場

は
、

必
然

に

一
定

の
程
度

に
下
落

し
、
且

つ
動
揺

す

る

で
あ

ら

う

こ

と
は

、
何
人

に
も
豫
見

さ

れ
た

る
所

で
あ

る
。

た

∫
そ
れ
が
今

日
の
如

く
甚

だ
し

き
鑑
高

下
を
繰

b
返

す

で
あ

ら

う
と

は

、
ま

た
何
人

も
豫

期

せ
ざ

り

し
所

で
あ
ら

う

。
そ

こ

で
爲
替

安
定

の
要
望

が
次
第

に
高
ま

り

つ
、
あ

る
が

之

に
濁

し

て
政
府

當
局

は
全

く
放
任

政
策

を
標
榜

し
て
、
今

日
ま

で

の
と

こ
ろ
専

ら
自
然

の
動
揺

に

一
任

し

、
正

金
銀
行

も
ま

た
消
極

的
態
度

を
持

し

て
、
ム
ー
日
ま

で
そ

の
建

値
登
表

を

も
中

止

せ
る
状
態

で
あ

る
か
ら
、
内

地

の

爲
替

市

場

は

そ

の
蹄
趨

を
失

っ
て
、

た

ゴ
徒
ら

に

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
市
場

に
追
随

減

る
か
、
上
海

市
場

に
左
右

せ
ら

る

、
か
、
或

は
弗
買
持

の
外
銀
筋

に
操
縦

さ

る

、
の
状
態

に
あ

る
。

か
く

の
如

き
爲
替

市
場

の
状
態

は

、
わ

が
國

民
経

済

の
上

よ
り
見

て
、
決

し

て
輕

覗

す

べ
か
ら
ざ

る
問
題

で
あ

る
。
な

る
ほ
ど
吾

が
国

民

の
年

々
の
生
産

お
よ
び

消
費

を
百

億
圓
と

す
れ
ば

、
輸

出

ま
た
は
輸

入
額

は
、

そ

の
約



二
〇

%
以
内

に
過

ざ
な

い
。
け

れ
ど
も
此

の
重
工
貫

か
ら
推

し

て
、
外
國
爲
替

の
影
響

は
国

民
経
済

の
二
〇

%

に
及

ぶ

に
過

ぎ
な

い
と
結

論
す

る
な
ら
ば

、
そ

れ
は
経
濟

現
象

の
相
互

關
聯

を
全

く
否
定

す

る
謬
論

で
あ

る
.、
.現

に
金

再
禁
後

の
爲
替

下
落

に
よ

っ
て
、
直
接

現
實

に
騰
貴

せ
る
商

品

は
、

一
部

の
韓

人
品

に
限

ら

る

～
に
拘
ら

す
、

そ

の
後

の
物
償

騰
貴

は
殆

ん
ど
総

て
の
商

品

に
通

す

る

一
般

的
現
象

と
な

り

つ

～
あ

る
。

こ
と

に
金
再
禁
後

の
吾
が
経
濟

界

は

、
政
治

的
ま

た

は
外
來

的
原

因
、に
よ

る
影

響

を
別
と
し

て
、
儒
替

相
場

の

鍵
動
如

何
が

殆

ん
ど
唯

一
の
標

準
ま

た
は
動
因

と
な

っ
て
、
総

て

の
遜

動

を
惹

き

お

こ
し

つ
～
あ

る
。

一
般
物

慣

の
礎

動

は
固

よ

り

、
株
式

・綿

繰
布

・生

縣

そ
の
他

の
取

引

所
相
場

ま

で
、
殆

ん
ど
旙
替

一
つ
の
動

き

に
從

っ
て
動

揺

し

つ
、
あ

っ
九
。

そ

れ
故

に
欝
替

相
場

が
何
時

い
か
な

る
黙

に
落

付

く

か
の
問

題

ぱ
、
今

日

に
於

て
は
軍

に
そ

の
關
係

部
内

に
限
ら

す

、
わ
が
國

民
経
濟

の
全
膿

に
閲

す

る
重

要
問
題

で
あ

る
。

以
下

本
論

に
お

い
て

は
先

づ
第

一
に
、
金
再
禁
後

の
爲
替

動

揺
が

、
現
實

に
如

何
な

る
動
因

に
よ
り

て
墾

動

し

つ

、
あ

る
か

を
車

賃

の
推

移

に
從

っ
て
跡

づ
け

、
第

二

に
爲
替

憂
動

の
理

論
上
よ

り
見

て
、
物
慣

な
ら
び

に
国

際

収
支

と

の
關

係

を
考
察

し

て
そ

の
將
來

を
展

望

し

、
最

後

に
之

に
劃
す

る
国
家

の
政
策

に
つ
き
論
議

を
試
む

る
で

あ
ら

う

。

い
ま
金

再
禁

止

に
先

だ

つ

一
週

間
、
帥
ち

昭
和
大

年

十

二
月

七

日

以
來

、
今

日
ま

で

の
問

に

お
け

る

Z
o
老

く
o
「ぎ

日

日

ω
o
=
言
σq

お
よ
び

ッ
自
三

階

葺
図

を

一
〇

〇
と

す

る
そ

の
指
敷

を
示

せ
ば

次
表

の
如

く
な

る
。

=

爲
替
動
揺
の
動
因

金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第

三
十
四
巻

五
二
九

第

三
號
㎝

六
五
"



昭
和
六
年
十
二
月

金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

指相
場

弗

昭
和
七
年

一

戸 一 山ゴ㌔一 一一隔㌔

日

7

8

9

10

11

12

「14

15

16

17

18

19

米 相
日 場

弗

49.63

49.66

49.62

49.63

48.45

42.50

41.35

43,00

43,12

42.70

42・25

42,00

指数

99.6

99.6

99.6

99.6

97.2

85.5

82.9

86.5

.86.5

85.7

84.8

84.5

「

据

り月飛

昭
和
七
年

二

月

目 、

1.

2

3」

4

5

6

3

9

10

11

13

15

16

17

18

19

20

;来 相

日.揚
弗

35.50

36.12

35.ウ5

35.45

35,35

35.37

35.40

35.40

35.37

35.42

35.31

35.25

35.20

34.90

3412

33.50

33.50

指数

71。2

72。5

71.7

71.1

70.9

7置.0

71.0

7LO

70.9

71.1

70.8

70.7

70.6

70.0

68.4

67.2

67.2

。∫t

v

」
し

日

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15

16

18

19

20

21

22

23

米 柑
日 揚

弗
35.12

35.12

35.12

35.56

36.62

36.25

35.81

36.00

35.90

36.75

37.87

37,25

36.87

37.25

3720

37.30

36.85

36.50

指数

71⊃.∈5

林71⊃
.6 フ」「

71⊃。5

7Li5止

716.5

72,7前

71.B

7:2.2

7.2.0

75.71

76.19

'74
.7

. 74』

74.7

74。6

74.81

75.9

75.2

血:

1…i

35.40

35.40

35.37

35.42

35.31

71.0

7LO

70.9

71.1

70.8

21

一{
22

23

24

26

1ii

40.40

39.50

40.85

40,30

40.00

37.50

36.00

35.25

35.05

35,00

81.0

79.2

81.9

80.8

80.2

75.2

72,2

70.7

70.5

70.2

第

十
四

五

〇

第

號

山
ノ、
山
ノ、

25

26

27

28

29

30

36,50

36.37

36.12

35.75

34.90

35.00

75.2

75.0

7.2.5

71.7

70.0

70.2

X

づ

昭
和
六
年
十
二
月
十
三
日
金
輸
出
再
禁
止
の
實
施
せ
ら
れ
て
よ
り
漸
最
近
ま
で
の
二
ヶ
月
約
十
温
間
.に
お
い
て

わ
が
爲
替
相
場
は
穂
麦
な
る
動
因
に
よ
り
て
種

ヨ
な
る
動
揺
を
繰
返
し
て
來
た
。
い
ま
極
め
て
簡
軍

に
之
が
経
過



を
顧

み
、る

こ
、と

は

、
種

よ
な

る
意

味

に

お

い
て
興
味

あ

る
記

録

と
な

る

で
あ

ら
う

。

・

「

:
・

謎

、
第
二

週

(
+
二
月
+
四
日
一
+
九
日
)
は
極
端

な

る
悲

観

論

お
よ
び

樂
観

論
を
裏

切

っ
て
、
来

日
相
場
.は
大
膣

四
十

二

三
弗

を

往
來

し

た
。
な

る
ほ

ど
内

地
市
場

で
は
最

初

三
十

四
弗
責

さ

へ
現

れ

た
が
、
責

と
買
と

の
開

き

は

二
、

三

弗

乃
至

五
、
ム
ハ
弗

に
も
及

ん

で
、
費

買

は
殆

ん
ど
成

立

せ
す

、

一
般

に
は

四
十

一
、

二
弗

の
所

に
鞘

寄

せ
す

る

に

む

ぬ

へ

ぬ

も

も

も

カ

至

る
。

一
部

の
豫

想

の
如

く
暴

落

せ
ざ
り

し
理
由

は

、
主

と
し

て
圓

資

金

の
缺

乏

せ

る
弗
買
持
筋

.の
利
喰
責

に
よ

る
も

の
で
あ
り

、
そ

の
た

め

一
部

に
は
解

合
説

さ

へ
行

は

る

、
に

至

っ
た
。

正
金

銀
行

は
す

で

に
十

四

日
よ
り

閉
σ
邑

【りρ
…
相

場
さ

へ
登
表

せ
壷
.
大
卒
洋
お

よ
び
大

西
洋
運
賃

同
盟

で
は

窯
豊

穆

肥
-
の
蔓

ヒd
磐

押

の
建

値

彰
探

拝

す

る

こ
と

～
な
・る
ハ、

第

二
週

(+
二
月
二
+

一
日
「
二
+
六
日
)
は
米

日
四
十

弗
内

外

、
内
地

三
十

八
九

弗

を
上
下

し

て
、
前
週

に
比

し

二
、

三
弗

の
急

落
を

示
す

。
之

は
主

と

し
て
週
初

一
億

七
千
萬

圓

の
憩

翻
瀞

拠
海
嶺

伽
齢

麗

さ
れ
た

る
た

め

に
、
弗
買

持

筋

の
硬

化

し

て
、
前

週

の
別
腹
責

態

度
を

一
鍵

せ
る
た
め

で
あ

り

、
た

め

に
解
合

は
殆

ん
ど
絶
望

と
な

り

、
薦

替

不
安

の
た

め

に
輸
出
商

談

の
頓

挫

す

る
も

の
少

な
か
ら
ず

、
後

に
は

正
金

の
現
途

決
定

に
よ
り
再

び
利
喰
急

ぎ

を

見

た
け

れ
ど

も
、
内
地

は
漸

く

四
十

弗
垂

を
回
復

す

る

に
過

ぎ
な

か

っ
た
。

い

も

も

へ

の

も

も

第

三
週
(
+
二
月
二
+
合

⊥

‡

一
・
)
に
至

っ
て
塗

に
笙

回

の
暴
落
期

が

現
は

れ
た
。
来

日

は
三
+

七
弗

よ
り

三

+
五
弗
壷
に
内
地
は
三
+
四
弗
に
落
ち
げ・
、
わ
が
爲
替
史
上
空
前
の
安
値
を
現
出
し
た
。
露

霜

潔

認

濟

も

へ

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

へ

の
圓
資

金
を

調
達

し
た

る
た

め
と

、
正
金
未
決
済

問
題

の
紛
糾

せ
る
た

め

で
あ

る
。
か

く
し

て
再
禁
止
後

の
第

一

金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第
三
+
四
巻

五
三

第
=
一號

六
七



金
再
林ぶ後
の
爲
替
相
場

第
三
十
四
巻

五
三
二

第
三
號

六
八

年

は
極

度

の
不

安

を

醸

し

つ

～
越

年

す

る

こ
と

～
な

っ
た

。

第

四

週

(
}
月
四
日
一
九
日
)
ぱ

来

日

三

十

五

弗

よ

り

六

弗

へ
、
内

地

三

十

四

弗
豪

よ

り

六

弗

に
反

騰

し

た

。
之

は

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

安

値

に
乗

ず

る
利
喰
賣

り
と

、
輸
出

手
形

の
出

廻
り

に
加

ふ
る
に
、
在
英

硝

資

金
の
回
収
始

ま

れ
る

に
よ

る
。
週

末

に
は
不
鮮
事

件

に
よ

る
政
局

不
安

か
ら

、
爲

替

の
急
騰

を
見

た

る
が

、
政

局
安

定
後

も
反
落

せ
ざ

り

し
は
、
右

の
諸
事

情

に
,よ

る
も

の
で
あ

る
。

第
五
週

(
一
.月
+

…
ロ
i
+
六
H
)
は
更

に
新

な

る
事

情

即
ち

,;

ー

ヨ
ー

ク
準
備

銀
行

の
利

下
登
表

に
よ

る

ア
メ
リ

カ

の
イ

ン
フ

レ
イ

シ

ヨ
ン
の
徴
候

を
察

せ

る
利
喰
急

ぎ
と

な
り

、
週
末

に
は

三
十

八
弗

に
奔
騰

し

、
前
週

よ
り
続

い
て
二
週

間

に
三

、
四
夷

の
動
揺

と

な
り

、
爲
替

安

定

の
要
望
と

放

任
非

難

の
聲

は
潮

風
當
業

者

の
間

に
高

ま
ら

ん
ど

す

る

に
.至

る
。
.・

も

も

も

ゆ

ヘ

へ

も

も

し

へ

も

へ

:
第

六

週

(
.「
月
+
八
日
レ
ニ
+
三
日
)
「
爲

潜

め

回

復

す

る
時

ば

常

.に

一、部

の
弗

買

持

筋

の
買

出

動

を

促

b

て

、
、之
を

引

へ

へ

も

へ

も

下
げ

る
。
、,
そ

の
た

め
前

週
末

の
奔

騰

は
、
本

週
.に
入

っ
て
全

く

の
齪

高
下
と

な

b
、

一
日
中

に
さ

へ
敷

弗

の
動
き

を
示
し

、
爲
潜

安

定

の
聲

ま

す
一

如

は

る
。
議
會

解
散

と
共

に
前
途

不
安

と

な
り
、
爲
替

相
場

は

一
部

の
弗

買

外

銀

筋

に

よ

り

操

縦

せ
ら

る

、

こ
と

、
な

る

。

「

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

し

も

へ

し

へ

し

も

も

ヘ

へ

第
七
週

(
一
月
二
+
五
日
⊥

二
+
日
)

上
海
事

件

の
勃
登

に
よ
り
第

二
回

の
暴

落
期

を
な
す
。

す

で

に
上
海

の
紛
争

事

ヒ

件
は
週
初
よ
b
上
海
相
場
を
落
し
、
之
に
動
か
さ
れ
て
内
地
お
よ
び
紐
育
も
逐

日
続
落
し
た
る
が
、
逐
に
二
十
八

日
以
後
載
鱗
状
態

に
陥
れ
る
後
は
、
来
日
ま
つ
空
前
の
三
十
四
弗
毫
を
報
じ
、
内
地
市
場
は
大
混
飢

に
階
b
、
暗



闇

相
場

の
ま

、
越

月
す

る
σ
他

方

に
、

一
月
中

の
貿

易
状
態

は

昨
年
同
期

の
出

超
三
百

萬
圓

に
饗

し
て
、
入
超

四

千

四
百

萬
圓

に
達

し

て
著

し

き
貿

易
道
幅

を
示

し

て
み

る
。

・

る

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

・
第

八

週

(
二
月

一
日
1
六
日
)

上
海
事

件

の
悪

化
は
更

に
登
屈

し

て
三
國
抗
議

と
な
り

.
國

際
的
紛
争

を
惹

き
起

す

に
至

っ
て
、
爲
替

相
場

は
却

っ
て
硬
化

し
、
週
初

に
は
三
十
六

弗

以
上

に
引
戻

す

。

こ
れ
弗
買
持
筋

が
経
濟

封
鎖

に
件

ふ
弗

の
固
定

を
懸
念

し

て
、
盛

ん

に
責

抜
け

を

試

み
た
が
爲

め

で
あ

る
。
然

る

に
弗
慣

の
下

る
時

は
常

に
弗

買

が
出

現

し
、
爲
替

は
再
び

反
落

す
る
。

か
く

て
週
央

に
ば
臨

高
下

の
混
飢

状
態

を
現

出

し
た

る
が

、
週

末
国

際

問
題

の
小
康

と
共

に
、
低

迷

的

浮
動

の
状
態

に
入

る

。

一

第
九

週
(
二
月
八
日
-
+
三
日
)
は
比
較

的
波
瀾

少

ぐ
、
来

日
三
十

五
弗

四
十
仙

、
内

地
三

十
五
弗
圭

8

に
落

付

く
。

ロ

も

し

カ

ヘ

ヘ

へ

た

ゴ
弗

手
持
筋

の
圓
資

金
難

の
た

め
、
多
額

の
近
頁

先
買

(6
『
弓
σq
σ

。
<
9

を
見

た

の
が
本
週

の
特
色

で
あ

る
。

も

へ

も

も

も

へ

も

も

第

十

週
(
二
月
+
五
日
⊥

一+
日
)
は
第

三

回
目

の
暴
落

期

を
成
す

。
週
初

に
満
鐵
英

貨
社

債
約

⊥ハ
千

萬
圓

(七
月

期

限
)

の
現

金
償
還

説
傳

は
り

、
爲
替

の
悲

観
材

料
を
提

供

し
た

る
が

、
之

に
射
し

て
藏

相

の
登
表

せ

る
手

當
濟

説

は
、
却

っ
て
借
替

不
能

を
謹

明

す

る
結

果
と
な

っ
て
、
爲
替

は
ま

す
く

軟

調

を
呈

し
、
之

に
乗

じ
て
棉

花
筋

の

弗
買

も

多

く
、
逮

に
来

日
は

二
月
末

の
最

低

三
十

四

弗
九
十
仙

に
達

し
、
更

に
三
十

四
弗
を
割

っ
て
.
空
前

の
三

十

三
弗
孚

に
暴
落

し
、
内

地
先

物

は
…逐

に
三
十

二
弗
壼

に
落
込

ん

で
、
前
途

甚
だ

し
き
不
安

を
醸

し
て
み

る
。

以

上
金
再
禁

後

の
十

週

間

に
お

い
て
、
最
低

三
十

三
弟
毫

よ
り
最
高

四
十

三
弗
毫

に
わ
た
り

て

、
そ
の
偏

差

は

十
弗

近

く

に
及

び
、
而

も
極

め
て
短
期

間

に
か

～
る
動
揺

を
繰

返

し
て
、
惨
落

の
谷

は
十

二
月
末

・
一
月
末

・
二
月

金
再
林
浴後
の
爲
替
相
場

第
三
十
四
巻

五
三
三

桃弔
=
蕉概

六
九



金
再
林
ぷ後
の
得
替
相
場

第
三
十
四
巻

五
三
四

第
三
號

七
Q

央

の
三
回

に
及
び

、
何
れ

も
最
低

三
十

三

四
弗

に
達

し

て
み

る
。
そ

の
直
接

の
原

因

に
就

い
て
見

る
も
、
主
要

な

る
動
因

は

、
殆

ん
ど

各
週
毎

に
異

な

る
新

要
素

の
出

現
を
見

、
而

も
そ

の
底

流

を

一
貫

し

て
流

る

～
も

の
は
、

か

の
圓
責

弗
買

に
よ
り

て
得

た

る
弗

の
手
持
額

で
あ

る
。
弗

の
手
持

筋

は
、
矛
盾

せ

る
二

つ
の
要

求

の
下

に
あ

る
。

圓
責

弗

買

の
利
益

を
最
大

な

ら

し
め
ん

た
め

に
は
、
爲
替

を

な

る
べ
く
落

さ

せ
ね
ば
な

ら
す
、
落
ち

れ
ば

利
喰
責

に

よ

っ
て
必
然

に
回
復

し
乗

る
。

こ
の
矛
盾

は
同
時

に
、
弗
買
筋

の
間

に
お
け

る
利
害

の
樹
立

を
意
味

す

る
。
圓
資

金

に
窮

せ

る

}
部

の
弗
買
筋

で
は

、.
多
少

の
下

落

さ

へ
あ

ら
ば
責

抜
け

ん
と

し

て
相
場

を
引

上
げ

、
相
場

上
れ

ば

他

の
買
時

筋

の
策

動

に
よ

っ
て
之

を
引
下

げ

る
。
か

く
し

て
弗
買

持

の
残

存
す

る
限
り

、
ま

た

6
冨

・
σq
。
。
話
「
に

よ

っ
て
繰
延

さ
れ

る
限

り
、
常

に
騰
落
を

繰
返

す

こ
と

㌧
な

る
。
假

り

に
こ
の
弗

手
持

が

.
豫
想

さ

る

～
如

く
三

四
月
の

交

に
お

い
て
消
化

さ

れ
壷

す

と

せ
ば

、
、
そ
れ

以
後

の

爲

替

は

果

し

て

安

定
し

う

る
で
あ

ら

ケ

か
.謀
わ

れ

一
y
ば

之

を

も
ま

た
容
易

に
樂

観

し
得
ざ

る
も

の
で
あ

る
が
、
之

に
就

い
て
は
後

輪

に
譲

る
こ
と

、
す

る
。

三

爲
養
相
場
と
国
力

爲
替
相
場
は
國
力
相
慮
の
所
に
落
付
く
も
の
で
あ
る
と
の
説
が
行
は
れ
る
。
す
で
に
金
再
禁
止
に
先
だ
つ
て
主

張
さ
れ
た
る
禁
止
論
者
の
中

に
は
、
解
禁
當
時
の
爲
替
相
場
を
も

つ
て
国
力
不
相
慮
の
相
場
と
な
し
、
從
っ
て
之

り

を
国
力

相
癒

の
鮎

に
引
下
げ

る
た

め

に
は

、
金

の
再
禁

止
を

必
要

と
す

る
と

の
説

が
散

見

し
た

。
然

ら
ば

現
實

に

國
.力

相
慮

の
.相

場

と
は

、
如

何
な

る
程
度

の
下
落

を
意

味
す

る
か
と
言

へ
ば

る
何
人

も
之

を
明

示
し

う

る
も
の

は



な

い
。
或
者

は
三
十

五
弗

と

い
ひ
、

或
者

は
三
十

弗
ま

た
は

二
十

五
弗

と

い
ふ
が

、

そ
こ

に
は
何
等

の
理

論
的
根

慷

の
あ

る
の

で
は
な
仁

、
た

球
漠
然

た

る
戚

じ
を
表

現
す

る

に
過

ぎ
な

い
。

か
く

の
如

き
國
力
説

は

、
多

少
と

も
爲

替

の
事

理

に
通
す

る
も

の

に
と

っ
て

は
、
.
眞

面
目

な

る
.批

判

に
値

す

る

も

の

で
は
な

い
。
け
れ
ど

も
此

の
種

の
主
張

が
往

々
に
し

て
巷
間

に
行

は

れ
、
ま

た
は
政
府

の
爲
替

放
任
政
策

の

根
擦

と
な
り

、
或

は
少

く
と

も
そ

の

口
實

と
な

る
危
険
性

の
あ

る
限
り

、
之

を
問
題

と

す

る

こ
と

も
無
意
味

で
な

い
。
蓋

し
何

れ
の
鮎
が
国
力

相
鷹

の
相
場

な

る
か

は
何
人
も

明
示

し
え

な

い
と

し

て
も
、
少

く
と
も
之

を
放

任
し

て
自

然

の
成

り
行

き

に

一
任

す

る
な

ら
ば
、
相
場

は
自
然

に
そ

の
國
力

の
示
す
所

に
落
付

く

で
あ
ら

う
か
ら

、
之

慰
謝

し

て
綻

ら

賦
人
爵

的

の
統
制

ま

顧
は
管

理
愈
加

ふ
る

こ
と

な

く

.
放
柾
政
策

罵
よ

つ
て
そ

の
自
然

的
調
笛

賦

依

頼

す

べ
き

で
あ

る
と

の
主
張
が
な

さ
れ
う

る
か
ら

で
あ

る
。

こ

、
に
国

力

と

は
言

ふ
ま

で
も
な

く
そ

の
国

民

の
経
済

力

を
意
味

す

る
。
然

ら

ば

一
國

の
爲

替

相
場

は

、
果
し

て

そ
の
國

民
経

濟

の
経
濟

力

を
反
映

す

る
が
ど
う

か
、
何
人

に
も
明

ら

か
な

る
如

く
、
爲
替

相
場

は
蜀

外
経

濟

の

問

題

で
あ

る
。
然

る

に
国

民
経
濟

の
経

濟
力

は

、
必

ず
し
も

そ
の
野
外

關
係

に
よ

っ
て
定

ま

る
も

の
で
は
な

い
。

或

る
國

で
は
対
外

経
済

が
困

民
経

濟

の
主
要
部

分

を
占

む

る
所

も
あ
り

、
他

の
國

で
は
國

民
経

済

の
自
給

性

の
強

き
た

め

に
、
殆

ん

ど
重

要

な

る
樹

外
開
係

を
有

せ
ざ

る
所
も

あ

る
。
ま

た
各
国

の
封

外
経
濟

の
部

面
だ

け

に
就

て

見

る
も

、
或

る
國

は
そ

の
国

民
経
済

の
特

質
上

よ

り
常

に
支
彿

超
過

を
績

け

つ
㌧
登
屈

し
、
他

の
國

は
常

に
受

取

超
過

を
続
け

つ

～
登
展
す

る
こ
と
も
あ

る
。

そ
れ
故

に
國

民
経

濟

の
實
力
.は
、
.必
ず

し
も
そ

の
ま

～
忙

そ

の
対

外

金
再
禁
後

の
爲
替
相
場

第
三
十
四
餐

五
三

五
「

第
.三
號
.

七

一



金
纂

後
の
響

相
場

第
三
茜

巻

五
三
六

第
三
號

七
二

關

係

に
反
映

{9
る
巻

の
で
も
な

く
、
ま
t
劉

外
關
係

の
順

逆
は

、
必
ず

し

も
そ

の
國

の
経
済
力

を
示

す
も

の
で
も

な

い
。
從

っ
て
専

ら
樹

外
経
濟

に
依

存
す

る
爲

替
相

場
と

,
そ

の
國

の
経
済

力
と

は
、

必
ず

し
も
必
然

的
關
係

に

立

つ
も

の
で
は
な

い
。
今

か
り

に
吾
國

の
不

換
紙

幣
が

、
積

極
政
策

の
た
め

に

二
倍

の
通
貨

膨
脹

を
な

し
た
と

せ

よ

、
旙
替

相
場

は
恐
ら

く
今

日

の
年
減

ま

た
は
そ

れ
以

下

に
下

落

す

る
で
あ

ら
う

。
而
か

も
こ

の
た

め

に
吾

が
困

民
繧

濟

の
實
力

が

、
俄

か

に
牢

減

ま
た

は
そ
れ

以
下

に
減

退

し
た
と

は
言

ひ
得

ま

い
。
か

の
ド
ィ

ッ
の

マ
ル
ク
が

・

一
時

は
弗

の

一
兆

分

の

一
に
ま

で
下
落

し
た

り
と

て

、
當

時

ド
イ

ツ
の
国
力

が

ア

メ
リ
カ

⑳

一
兆
分

の

㎜
に
過

ぎ

ナ
・,
カ

♂
辛」
と

む

f

ノ

礎
業
.
一
テ
㌔
し
千
㌧
渉
.戸レ
一二ノ
O

第

二

に
、
今

か
り

に
困

民
経
済

の
實

力
が

そ

の
ま

、
野

外
關
係

に
反
映

す

る
と

し
て
も
、

こ

～
で

の
問

題

は
常

に
襲

的
で
あ
る
。
即
ち
わ
が
国
力

の
絶
劃
的
譲

が
問
題
と
な
る
の
で
な

く
、
他
の
諸
國
と
の
比
較
に
お
け
る

相
封
的
關
係
が
如
何
鐘

化
す
る
か
に
あ
る
。
か
り
に
吾
が
国
力
齪

洲
大
書

時
長

し
議

し
た

り
と
す
る

も
、
他
の
諸
國
の
國
力
が
そ
れ
以
上
に
減
退
せ
h
.と
せ
ば
、
わ
が
封
外
的
地
位
は
相
男
的
に
は
却

っ
て

向
上
す
る

で
あ
ら
う
。
吾
國
は
明
治
三
十
年
金
本
位
制
度
を
實
施
し
て
よ
り
、
大
正
六
年
最
初
の
金
輸
出
の
禁
止

さ
れ
る
ま

で
、
二
+
年
間
傘

償
中
心
の
爲
替
相
場
を
維
持
し
つ
・
、
而
も
吾
が
國
経

済
は
此
の
期
間
に
眼
ざ

ま
し
姦

展
蓬

げ

つ
～
葵

。
そ
の
當
時
に
お
い
て
金
覆

の
爲
替
相
場
が
、
わ
が
国
力
琵

し
森

肇

あ
　

は
・

何
人

も
考

へ
な

か

っ
た
所

で
あ

る
。

欧
洲
馨

の
結
果
は
、
恐
ら
-

・
-

・
三

諸
国
の
国
力
減
退
と
ア
メ
劣

お
よ
び
吾
國
の
國
力
建

を
來
た



し
た

で
あ
ら

う

こ
と
は
疑

な

い
。
從

っ
て
イ

ギ
リ

ス
の
李
償
解

禁

が
失

敗

し
、

フ
ラ

ン

ス
の
切

下
解

禁
が
成

功
し

た

の
は
、
理
由

あ

る

こ
と

で
あ

る
か
も
知

れ
な

い
。

け
れ
ど

も

わ
が
国

民
経
濟

が

こ

の
戦
争

に
よ

っ
て

一
大

飛
躍

を
途
げ

た
る

こ
と

は

、
何
人

も
疑

び
得
な

い
今

日

に
お

い
て

、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
お
よ
び

ア
メ
リ
カ

に
劃

す

る
わ

が
國

民
経
濟

の
相

樹
的
地

位

が
、
戦

前

に
比

し
甚

だ

し
く
低

下

せ
り
と

は
考

へ
ら

れ
な

51
。
そ

の
相
対

的
地
位

は
明
治

三
十
年

常
時

に
比

し
、
寧

ろ
著

し
く
向

上

し
た
り
と

言

は
ね
ば

な
ら

蹟
。
果

し
て
然

ら

ば
、
當
時

の
金

孕
慣

の
下

に
登
麗

し

つ

、
来

た
わ
が
國

民
経
済

が

、
今

日

の
向

上

し
た

る
相
樹

的
地
位

に
お

い
て
、
国
力

不

相
鷹

な
り
と

は

断

じ
難

い
。
世

界

恐
慌

に
衡
ま

さ

る

虚

業
窮

迫

の
程
度

に
お

い
て
も

、
欧

米
諸
國

に
比

し
吾

國

の
み
が
特

に
甚

だ

し

い
と

は
思
は

れ
な

い
。
要

す

る

に
爲
替

相

場
が
國
力

相
鷹

の
所

に
落
付

く
と

い

ふ
が
如

き
は

、
何
等

の
根
櫨

な

き
巷
説

で
あ

っ
て
、
假

り

に

一
歩

を
譲

っ
て
、
そ

れ
が
わ

が
国

民
経

済

の
封
外
力

に
よ

っ
て
定

ま

る
と

す

る
も

そ

の
劉

外
力

は
相
劉

的
關
係

に
よ

っ
て
定

ま

る
も

の

で
あ

る
か
ら

、
明
治

三
十
年

當
時

の
金
尋

慣
相

場
が

、
今

日

の
わ
が
劃

外
的

な
相
対

的
地
位

に
不

相
態

で
あ

る
と

は
言

ひ
得

な

い
で
あ
ら

う
。

四

爲
替
相
場
と
物
債

.

金
再
禁

止

に
俘

ふ
爲
替

相
場

の
下
落
が

、
わ

が
園
内

物

償

に
如

何
な

る
影
響

を
與

ふ
る

で
あ
ら
う

か
は
、
現

に

わ
が
国

民

の
等

し
く
關

心
す

る
所

で
あ

る
。

こ

の
場

合

す

で

に
最

初

よ
り
明
瞭

な

る
鮎

は
、
第

一
に
物

償

が
或
程

度

に
騰
貴

す

べ
き

こ
と

、
第

二
に
物
償

の

騰
貴

は

或
期

間

お
く

れ

て

徐

々
に

来

る
べ
き

こ
と

の
二
鮎

に
過

ぎ
な

金
.再
禁
後

の
爲
替
相
場

第
三
十
四
巻

五
三
七

第
三
號

七
三



金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第
三
十
四
巻

五
三
八

第
三
號

七
四

い
。
問

題

は
そ

れ
が
ど

の
程
度

に
騰
貴

す

る
か
、

ど
の
程
度

に

お
く

れ

て
現

は
れ

る
か
、
商

品

の
種
類

に
よ

っ
て

如

何

に
相

違

す

る
か

に
あ

る
。
今

日

ま

で

に
現

は

る

～
所

で
は

、
旙

替

の
約

三
割

の
下

落

に
劃

し

て
、
物

償

は
日

銀

指
数

に

お
い
て
八
分

五
厘

の
騰
貴

を
示
す

に
過

ぎ
な

い
。
け

れ
ど

も
現
實

に
個

々
の
商
品

に
つ

い
て
見

る
時

は
、

す

で

に
三
割

ま

た
は
そ

れ
以

上

の
騰
貴

を
来

せ
る
も

の
も
少

く
な

い
標

で
あ

る
。
た

∫
今

日
ま

で

に
現

は
れ
た

る

物

儂

の
推
移

を
見

る
時

は
、
そ

れ

は
必
ず

し
も
現
實

の
輸
入
償

格

ま

た
は
原

債

の
騰
貴

に
影
響

さ

る

㌧
よ
り

も
、
寧

D

ろ

之
を
見
越

し

て
の
中
間

需
要

の
勃

興

ま
た
は

そ

の
豫
想

の
た
め

に
騰

貴

し
た

る
も

の
が
多

い
。
從

っ
て
究

極

の

雌

員
力

に
塾

す

る
疑
問

は
、
物
慣

騰
貴

の
永
続

性

を
疑

は

し
む

る

こ
と

～
な

る
が
、

こ
の
場
合

に
政
府

の
探

る
べ

き
政
策

の
如

何

が
、
主
要

な

る
意
義

を
有

す

る
。
今

日
の
如

き
不
換

紙
幣

の
下

に
あ

っ
て
、
さ
な

き
だ

に
通

貨
膨

脹

を
来

し
や

す

き
場

合

に
、

も
し
當

局

者
が
積
極

的

に
イ

ン
プ

レ
イ

シ
オ

ン
政
策

を
探

る
な
ら

ば
、
物
債

の
名

目

的

騰
賀

は
決

し
て

一
時
的

に
止

ま
ら

す
、

イ

ン
プ

レ
イ

シ
オ

ン
の
続

く
限

り
永
緩

し
う

る
で
あ

ら
う

。
た

"・
此

の

如

き
イ

ン

プ

レ
イ

シ
オ

ン
の
縫

績

が

、
如

何

に

重
大

な

る
結

果

を

齎
ら

す

で
あ
ら
う

か
は

自

ら
別

の

問
題

で
あ

る

。

・
か
や

の
如

く
今

日

の
現
實

に

お
い
て
は
、
問

題

は
專

ら

爲
替

相

場

に
よ

つ
・て
物

債

の

動

か

さ

る

～
状

態

に
あ

る
。
.今
之

を
国

際
的
商

品

の
償

格

に

つ
い
て
見

る
な
ら

ば
、
國

際

極
信

網

の
完
備

せ

る
今

日
で
は
、
旙
替

相

場

の

日

々
の
鍵

動
は
直

ち

に
そ

の
商

品

の
各
國

償
格

を
憂

動

せ
し

め

つ

～
あ

る
。
反
射

に
商

品
償
格

の
憂

動

に
從

っ
て

爲
替

相
場

の
愛

動
ず

る
が
如

き

は
、
殆

ん
ど
之

を

見

る
こ
と

は
出
家

な

い
。
同
様

に

一
般
物
償

に

つ
い
て
も
亦
、



今

日

の
わ

が
國

で
は
爲
替

の
下
落

に
よ

っ
て
物
債

の
騰

貴
を
来

た
し

つ
～
あ

っ
て

、
反
射

に
物
償

の
騰
貴

に
よ

っ

て
爲

替

の
下

落

を
来

た
し

つ

～
あ

る
の
で
は
な

い
。

,

.

然

る

に
純

粋

な

る
形

の
購

買
力

李
債

説

に
從

へ
ば

、
物
償

の
憂

動

が
原

因

と
な

っ
て
爲
替

相
場

を
結

果

す

る
と

主
張

す

る
。
緩

和

さ

れ
た

る
購

買
力

李
償

説

で
は

、
物

償

と
爲

替

の
交

互

作
用

、
即
ち
物

償
が
爲
替

を

動

か
す
と

同
時

に
、
爲
替

も
物

慣

を
動

か
す
と
主

張
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国

際
貸
借

説

と

の
調

和
を
求

め
ん

と
す

る
も

の

な

る
が
、

こ

の
交

互

作

用
が
同
時

に
競

合
す

る
も

の

で
あ

る
か
、
ま
た

は
時
間

的

に
交

互

に
繊
起

す

る
も

の
で
あ

る
か
明
ら

か

で
な

い
。

こ

、
で
は
購
買
力

準
償

説

そ

の
も

の

＼
吟
味

を
志

す

も

の

で
は
な

い
が

、
少

く
と

も
ム
「
日

σ
主
に
力
者
墾

に
お
し
て
は

須
層

札
場

は
原

因
と

な

っ
て
、
國

際

的
商

品

お
よ
び

一
般
商

品

の
物

償

を
動

か
し

つ

、
あ

る
こ
と
は

、
疑

ふ
べ
か
ら
ざ

る
事
實

と

し
て
記

録

さ
れ

ね
ば
な
ら

ぬ
。

た

∫
今

日

の
吾
國

の
現
實

は
、
金
本
位

國

か
ら
紙

幣
國

へ
の
過
渡

期

に
あ

る
か
ら

、
今

日

の
状
態

を

も

っ
て
直

ち

に
紙
幣
國

の
常
態

と

す

る
こ
と

は
出

来

な

い
。
恐
ら

く
今
後

一
定

の
期

間
を
経

過

し
た

る
後

、
も

し
吾
國

の
イ

ン
プ
レ
イ

シ
オ

ン
政

策

が
甚

だ

し
き
物
償

騰
貴

を
招
來

す

る

こ
と

、
も
な

ら
ば

、

こ
の
騰
貴

せ

る
物

慣

は
間
接

に

爲
替

を
悪

化

せ

し
む

る
原

因
と
な

る
可
能

性

が
強

い
。
こ

の
鮎

は
す

で

に
今

日

よ
b
国

民

の
警
戒

を
要

す

る
所

で

あ

る
が

、

か
り

に
如

上

の
推

移

を
探

っ
た
と

す
れ
ば
、
物

償
と
爲

替

の
交

互
作

用

は
、
時

間
的

に
交

互

に
継
起

す

る
こ
と

～
な

る

。
固

よ
り
購

買
力

孚
償

説

の
激

ふ
る
所

は
、
現
實

の
爲
替

相
場

を
問

題

と
す

る

に
あ

ら

す

、
爲
替

相

場

の
結
局

に
お

い
て
落
付

か

ん
と

す

る
鮎

を
示

す
も

の
で
あ

る
と

す
れ
ば

、
交
互

作
用
説

は
成
立

し
得

な

い
こ

金
将
禁
後
の
爲
替
【相
場

第
三
十
四
巻

五
三
九

第
三
號

七
五



金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第
三
十
四
巻

五
四
〇

第
三
號

七
六

と

～
な

る
が

、

か

、
る

理

論

的

吟

味

は
之

を

次

の
機

會

に

ゆ

づ

b

、
今

日

の
購

買

力

季
慣

は

ほ

ゴ
何

れ

の
貼

に
あ
.

る

か

、

い
ま
最

近

三

ケ

月

に

お
け

る
日

・
英

・米

の
物

償

指

数

(大

正

三

年

七

月

を

一
〇

〇
と

す

る
)
を

樹

照

す

る
と

。
き

は
左

の
如

く

で
あ
・る

。昭
和
六
年
十

一
月

同

十
二
月

昭
和
七
年

一
月

東

京

一
一
六
・九

一
二
〇
∴

一
二
六
・八

倫

敦

九
九
・
五

九
九
・四

九
八
.
入

紐

蛮円

光
〇
。九

八
八
.
八

へ
六
.閂

之

に
よ

れ
ば
戦
前

物
憤

に
比

し

ア
メ
リ
カ

は
す

で

に

一
割

以
上

の
下
値

を
示

し
、

イ
ギ
リ

ス
も

ま
た
租

亙
下
廻

り

つ
～
あ

る
に
反

し

、
わ
が
國

は

二
割

以
上

も
高
値

に
あ

る
。
且

つ
ま

た
最
近

敷

ヶ
月

は
英

・
米

の
下

落

傾
向

に

黝

し

て
、

わ
が
國

の
み
猫
り
騰
貴

の
傾
向

に
あ
.る
。
今

こ
れ
ら

の
物

償
指
数

よ
り
購
買
力

牛
債
を
算
出

し

て
、
之

を

理
責

の
爲
替

相
場

と
封

比

す
れ

ば
左

表

の
如

く
な

る
。

昭
和
六
年
+

一
月

同

十
二
月

昭
和
七
年

一
月

れ

　

お

れ

　

　

対

米
麟

縫

醤

三
日
.。{

滋
齢

　

三

雲

両

樹
.英
魂
綴
牛顯
(献
鯨
コ

、八
鼠

諒

　
(　

)

㍉

　}
,

こ
の
方
法

に
よ

る
糺

算

に
は
多

く
の
前
提

を
含

み
、
必
中

し
も
嚴

密

に
購

買
力

尋
償

を
指

示

す

る
も

の
と

は
言

ひ
難

い
が

、
併

も
今

日

の
場

合

は

こ
れ
以
外

に
他

の
適
當

な

る
方

法

は
な

い
。
今

か
り

に
右

の
数
字

が
大

膿

の
購



買
力

李
憤

を
示

す

も

の
と

す
れ

ば
、

そ
れ

は

ほ
ゴ
今

日

の
爲
替

相
場

に
接

近

し

て
み

る
。
而

し

て
こ
の
關
係

が
是

認

さ

れ

る
以

上

は
、
吾

國

の
物
償
騰

貴

が
続

く
限

り
、
今
後

の
爲
替

相
場

は
次
第

に
下

落

の
傾
向
を

採

る

べ
き
も

の
と
思

は

れ

る
が

、
併

し
問

題

は
右

の
關
係

が
果

し

て
理
論
的

に
是

認

さ

れ
う

る
か
否

か

に
あ

る
。
何

と
な

れ
ば

金
再
禁

止

よ
り
・今
日

ま

で
の
吾

が
爲
替

市
場

に

お

い
て
は
、
決

し
て
購
買

力

至
慣
説

の
数

ふ
る
が
如

き
、
彼
我
通

貨

の
購

買
力

の
比
較

に
よ

っ
て
の

み
外
國
通
貨

の
需
給

が
現

は
れ

て
る
な

い
か
ら

で
あ

る
。
か

の
圓
費

弗
買

が
圓

の
下

落

を
見
越

し
て
行

は

れ
、
圓
資

金
の
缺

乏

ま

た
は
金
再

禁
後

の
利

喰

に
よ

る
圖
賢
弟
責

が
行

ば

れ
た
と
す

れ

ば

、
そ

れ
は
直

接

に
ば
全

く
圓

ま

ね
は
弗

の
購

買
力

と
は
關

係
な

く

、
師
ち
物
儂
「と
は
無

闕
係

に
、

一
に
爲
替

相

場

の
騰
落

豫

想

の
如

何

に
よ

っ
て

、
鱈
替

の
需
給

が
決
定

さ

れ

つ
、
あ

る
の
で
あ

り
、
爲
替

市

場

は
純
然

た

る
投

機
市
場

に
堕

せ
る
も

の

で
あ

る
。
此

の
如

き
事

情

の
下

に
於

て
、
商

品
貿
易

を
唯

一
の
前
提

と

し
て
成

り
立
ち

う

る
購

買
力

李
債

説

が
是
認

さ
れ
う

る
か
問
題

で
あ
ら
う
。

わ

れ
一

は
前
表

に
示

さ

る

、
結

果

に
拘

ら
す

、
尚

且

つ
購
買
力

李
慣

説

を
無

條

件

に
是

認

し
難

き
所
以

は

こ

～
に
あ

る
。

五

爲
替
相
場
と
園
際
牧
支

現
實
.の
爲
替

相
場

は
爲
替

に
饗

す

る
需
給

に
依

存

し
、
爲
替

に
饗

す

る
需
給

は
国

際
牧
支

の
如
何

に
依

存
す

る

こ
と

は
、
購

買
力

李
偵
説

を
採

る
も

の
と
錐

も
否
定
す

べ
か
ら
ざ

る
所

で
あ

ら
う

。
金
再
緑
後

の
わ
が
爲
替

相
場

に
就

い
て
見

る
も
ま
た

、

日

々
の
鍵

動
が

日

々
の
爲
替
需

給

に
癒

じ

て
漿

動

し
、

こ
の
爲
替

需
給

が
ま

た
軍

に
商

金
再
林
ポ
後

の
爲
替
相
場

第
　三
十
四
巻

五
四
一

第

三
號

七
七



金
再
林
示
後

の
爲
一瞥
相
一場

師弟
三
十
四
巻

五
四
二

笹
〃三
號

七
八

品
貿
易

の

み
な
ら
す
、

日

々
に
憂

化

す

る
政
治

的
経
濟

的
事
情

に
從

っ
て
鍵

化

し

つ
～
あ

る

こ
と

は
、
す

で
に
第

二
節

に
お

い
て
明
ら

か

に
し
え

た
所

で
あ

乃
。
爲
替
相
場

が
結
局

に
於

て
落
付

く
所

の
如

何

に
拘

ら
す

、
調
質

に

は
こ
の
落

付

く

べ
き
所

に
落

付

か
す

し
て
、
常

に
多
少

の
偏
差

を
示

す

こ
と

、
な

り
、

こ
の
偏
差

を
示

す
鮎

が
恰

か
も
國

際
牧

支

に
基

づ

く
需
給

關
係

に
よ

っ
て
決

定

さ
れ

る
と

す
れ

ば

、
金
再

無
援

の
国
際

牧
支

の
見
透

し
が

、

今
後

の
駕
替

相
場

を
考

ふ

る
上

に
重
要

な

る

モ
メ

ン
ト
と

な

る
こ
と
は
否

み
難

い
。

,

併

し
乍

ら
國

際
収

支

そ

の
も

の

・・
成

立
す

る
原

因

は
、

こ
と

に
最
近

に
於

て
著

し
く
鍵
動

し

つ
、
あ

る
。
商

品

貿
易

が
国

際
牧

支

の
上

に
重
要
'な

る
こ
翫

は
今

日
も
同
様

で
あ

る
が

.
多

く

の
學
説

に
は
蘇

り

罵
之

を
偏
重

す

る

も

の
が
多

い
。

こ
の
鮎

に
於

て
は
購

買
力
李

償
説

も
同
様

¢
非
難

を

免

が
れ
え
な

い
。
な

る
ほ
ど
資
本

主
義

の
初

期

に
お

い
て
は
、
商

品
交
通

お
よ
び
之

に
件

ふ
運
邊

・
保
険
等

の
勢
務

提

供

は
、
國
際
牧

支

の
殆

ん
ど
主

要
な

る
原

因

と
な

っ
た

も

の
で
あ

る
が
、
今

日

に
於

て

は
更

に
之

に
劣

ら
す
重
要

な

る

モ
メ

ン
ト
と

し
て
、
国

際

間

の
資
本

交
通

が
登

場

し
て
来

た
。

こ
の
資
本
交

通

も
最
初

の
間

は
、

例

へ
ば
戦
前

の
イ

ギ
ソ

ス
に
見

た

る
が
如

き
劉

外
長

期

投
資

の
形

態

を

と
り

、
純
然

た

る
経

濟

的
原

因

に
よ

っ
て
ほ

ゴ
規

則
正

し
く
元
本

の
輸
出
と

利
子

の
牧

人

を
齎

ら

し
九

る
も

の

で
あ

る
が

、
戦
後

の
資

本
交

逓

の
特
徴

は
之

と
異

り

、
主

と
し

て
短
期
資

本
と

な
り

、
更

に
最

近

に
は
わ
が
圓
費

弗

買

に
現

は
れ
た

る
如

く
、
圭

と

し

て
投
機
資

本

の
国

際

的
活
躍

と
な

っ
て
現

は
れ

て
来

た

。
從

つ
・て
今

日

で
は
此

の
種

の
短
期

資
本

ま

た
は
投
機
資
本

が

、
例

へ
ば
圓

の
下
落

を
見
越

し
て
弗

を
需

要

し
、
ま
た

は
外
貨

邦
債

の
有

利
な

る
を
見

て
弗

を
需

要

す

る
が
如

く
、
従
来

の
意
味

に
お
け

る
國

際
牧
支
郎

ち
貿

易

そ

の
他



の
國

際
収
支

に
何
等

の
墾

動
な

く
と

も

、
爲
替

に
劉

す

る
需

給

を
激
攣

せ
し
め
、
爲
替

相
場

を

動
揺

せ
し
む

み

こ

と

が
多

い
。
換

言

せ
ば
現
實

の
爲

替

相
場

を
左
右

す

る
爲
替

需
給

は

、
今

日

で
は
全

く
そ

の
性

質
を

異

に
せ
る

ご

と

を
知
ら

ね

ば
な
ら

ぬ
。

然

ら
ば
今
後

の
吾

が
国

際
収
支

は
、
如
何

な

る
推
移

を

見

る
で
あ
ら

う

か
、
第

一
に
商

品
貿
易

に
就

い
て
見

る

に
、
金
再

禁
後

の
貿

易
好

轄
が
豫

想

さ
れ
且

つ
宣

傳

さ
れ

た

に
拘

ら
す

、
そ

れ
が
急

速

に
好

韓

す

べ
き
兆
候

さ

へ

見

つ
か
ら
な

い
。
蓋

し
金
再

禁
後

の
爲
替

動
揺

と

そ
の
前
途

の
不
安

の
た

め

に
、

一
方

に
は
輸
出

は
見
逸

ら

れ
て

減

退

し
、
他

方

に
は

見
越

轍

入

に
よ

っ
て
輸

入
を
刺
激

し

つ

～
あ

る
か
ら
、
貿
易

は
豫
想

に
反

し
て
却

っ
て
逆

轄

の
危

険

が
あ

る
。

こ

の
歌
態

は
本
來

は

一
時

的
過

渡

的

の
も

の

で
あ

る
け

れ
ど
も

.
鴬
替

が
今

口
の
如

き
歌

態

を

続

け

る
限

り
、
永
続

し
う

る
も

の
と
言

は
ね
ば

な
ら

ぬ
。

一
部

に
は
今

年

の
貿

易

入
超
額

を

一
億
数

千

萬
圓

と
豫

測

し

つ

、
あ

る
が

、

こ
れ
は
恐
ら

く
最

少

の
程
度

と
見

ら

る
べ
き

で
あ
ら

う
。

・

第

二

に
運
賃

・
保

険
料

そ

の
他

の
貿

易
外
収
支

も
、
上
海
事

件

・
満
蒙
事

鍵

の
獲
展

如
何

に
依
存

す

る
こ
と

大

で

あ

る
け

れ
ど

も
、
恐
ら

く
人

な

る
期
待

を

か
け

る
こ
と
は
出
来

な

い
。
本
年

の
支
彿

超
過

二
億
敷

千

萬
圓

と
推
算

す

る
の
は
、
可
な

り

に
根
糠

あ

る
も

の
と
言

ひ
う

る
で
あ
ら
う

。

第

三

に
最

も
重
要

な

る
且

つ
墾

動
性

に
富

む
所

の
資

本
的
収
支

に
就

い
て
見

る
に
、
這

回

の
圓
責

弗
買

の
結

果

た

る
弗

の
手
持

は

、
樹

ほ
相
當

の
亘
額

に
達

し
、

チ

エ
ン
ヂ
、

オ
ー

ヅ

ァ
ー

に
よ

っ
て
次
ぎ
く

に
繰
り

越
さ

れ

つ

㌧
あ

る
も

の
も
少

な

か
ら
ず

、
そ

の

一
部

ば
今
後

の
輸

入
決
済

用

と

し
て
使

用

さ

る
べ
き
も

の

で
は
あ

る
が

、
事

金
再
鉢
爪後

の
偶
替
相
温
}

第
三
十
四
巻

五
四
三

第

三
號

七
九



金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第
三
+
四
巻

五
四
四

第
三
號

へ
○

情

の
墾
化

に
よ

っ
て
は
、
例

へ
ば
上
海

事
件

の
悪

化

ま
た

は

ア
メ
リ
カ

の
金

再
禁
止

の
如

き
が
豫

想

さ

る

～
場

合

に
は

、
こ

の
弗

の
手
持
ち

は
再

び
圓

に
復
締

す

る
か

、
或

は

ス
イ

ス
・
フ
ラ

ン

ス
の
如

き

へ
避
難

す

る
で
あ
ら

う
。

後

の
場
合

に
は

圓
爲
替

に
は
直
接

の
影

響

は
な

い
が

、
前

の
場

合

に
は
圓

を

騰
貴

せ
し
む

る
こ
と
言

ふ
ま

で
も
な

い
。
何
れ

に
せ
よ

こ
の
部

分

の
資
金

は
、
爲
替

を
下

落

せ
し
む

る
動

因
と

は
な
ら

な

い
。

次

に
這

回

の
圓
責

弗

買

の

一
部

を
な

し

、
且

つ

一
昨
年

の
解

禁

以
来
累

積

的

に
増

加

し
来

れ

る
外
貨

邦
債

へ
の

.

投
資

は
、

一
時

は
十
億
圓

の
多
額

に
よ

る
と
推
算

さ

れ
、
そ

の
後

多

少

は
金

再
禁
後

の
邦
債

暴
落

に
脅

や

か
さ
れ

て
責

放
た

れ
と

禧

せ
ら

る

～
げ

れ
ど

も

、
尚

ほ
少

な

か
ら
ざ

る
部
分

は

、
吾

が
國

民

に
よ

っ
て
手
持
ち

ざ

れ
て

ゐ

.

る
。

こ
れ
だ
け

の
部

分

は
、
國

際
的

に
は
外

債
償

還
と
同
様

の
結
果

と
な

る
け

れ
ど

も
、
個

人
的

に
は
言

ふ
ま

で

も
な

く
未
償
還

で
あ

る
か
ら

、
金
融

市
場

の
状
勢

如

何

に
よ

っ
て
は
、
忠

び
外
国

に
責

放

た

る

》
こ
と
あ

る
べ
く
、

然

る
時

は
國
際

的

に
は
新

た

に
外
債

を
起

し
た

る
結

果

と
な

る
。
か
く

し

て
こ
の
種

の
外
貨

邦
債

へ
の
投
資

は
、

そ

の
劃
外
的
費

買

の
行

は

る

～
毎

に
、
外
債

の
償

還

と
起
債

と
を
繰
返

す

の
結
果

と
な
り

、
之

が
國

際
収
支

の
上

に
、
從

っ
て
爲

替

相
場

の
上

に
、
直
接

の
影
響

を
齎

ら

す

こ
と

㌧
な

る
。

.之

と
は

別

に
近

く
償
還

ま

た
は
借
替

を
要

す

る
公

私

の
外
債

が
ま

た
少

く
な

い
の
七
八
月

の
変

に
於

て
償
還

さ

る

べ
き
満
鐵

肚

債
六
千
萬
圓

、
本
年
中

に
満
期

と

な

る
べ
き
電
力

肚
債

八
千

三
百
萬

圓

、
之

に
國

債
肚

債

の
利
梯

を
加

ふ
れ
ば
数

億

の
支
彿
と

な

る
が
、

今

日
の
状
勢

に
於

て
は

、

こ
れ
ら

の
借
替

ま

た
は
借

入

は
全

く
不

可
能

な

る
か

、
ま
た

は
甚

だ

し
く
困
難

に
し
て
不

利
益

と

な

る
で
あ
ら

う
。

こ

の
全
部

ま
た

は

一
部

が
現

金
償
還

さ

れ

る



と
す

れ
ば

、
爲
替

相
場

は
甚

だ

し
く
歴

迫

を
戚
ぜ
ざ

る
を
得
な

い
。

最
後

に
金
再
禁
後

の
爲
替

動
揺

に
乗

じ

て
行
は

る

～
爲
替

投
機

は
、
國

際
収

支

の
攣
動

に
封

ず

る
將

來

の
見

込

に
よ

っ
て
行

は
れ

る
も

の

で
あ

る
か
ら

、
、
一
鷹

は
前
述

の
國
際

収
支

に
依

存
す

る
け
れ
ど

も
、
而

奪

現
實

の
国

際

牧

支
と

は
離

れ

て
、
爲
替

を
頻

繁

に
働
揺

せ
し
む

る
こ
と

、
な

る
。

い
ま
爲
替

投
機

が
這
回

の
圓
貴

弟
買

の

一
部

の
如

く

、
わ
が
國
内

の
駕
替

市
場

に
於

て
行

は

る
～
場
合

に
は
、
之

を
抑
制

す

る
こ
と
は

、
金
再

禁
後

の
今

日

で

は
全

く
不
可
能

で
は
あ

る
ま

い
。
け

れ
ど
も
上

海
ま

た
は
紐

育

に
於

て
行

は

る

〉
圓

の
投
機

に
謝

し
て

は
、
謂

は

ゆ

る
實

揮
を

も

つ
て
蜀
抗

す

る
以

外

に
は

、
肇

如

何

と

も
す

ξ

・
と

は
出

来
な

い
・
從

つ
f
今
後

の
圓

鍋
替

が

動
揺

性

に
富

む

べ
き

こ
と
は

、

こ
の
鮎

か

ら
も
ま

た
容

易

に
考

へ
ら

る

、
所

で
あ

ろ
。

六

爲
替
管
理
の
必
要

之
を
要
す
る
に
、
金
再
禁
後
の
わ
が
爲
替
相
場
は
,
す
で
に
含

ま
で
の
経
過

に
徴
す
る
も
、
甚
だ
し
壷

揺

を

つ
写
け
、
且

つ
前
途

の
不

安

を
癒

し
て

、
わ

が
貿
易

を
阻
害

し

つ

、
あ

る
が
、
冷
後

の
見
窪

し

に
於

て
も
.
之

を
物

慣
關
係

お
よ
び
國
際
収

支

の
關
係

よ
り
見

て
、
殆

ん
ど
樂

観

的
旗
標

は
見
當

ら

な

い
。
最
近

の

ア
メ
ジ
カ

ン

イ

ン
フ

レ
イ

シ
オ

ン
が

わ
が

イ

ン

プ
レ
イ

シ
オ

ン
政
策

の
程
度

以

上

に
登

麗

し
た
と
す

れ
ば
、
た

と
ひ

ア
ダ
.リ

カ

の
金

再
禁
止

ま

で
行

か
す

と

も
、
圓

爲
替

の
多

少

の
回
復

は
望

み
得

ら

る

、
で
あ

ら
う

。
け
れ
ど

も
金
本
位
制
度

の
下

に
お
け

・Q
ア

メ
リ
カ

の
イ

ン
プ

レ
イ

シ
オ

ン
に
は
自

ら

一
定

の
限
度

の
存
す

る

に
反

し
、
紙

幣
國

た
る
吾
國

金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第
三
十
四
巷

五
四
五

第
三
號

八

一



金
再
禁
後
の
爲
替
相
場

第
三
十
四
巻

五
四
六

第
三
號

八
二

の
イ

ン
プ

レ
イ

シ
オ

ン
に
は
、
制

度

上

は
何
等

の
制

限

も
な

い
。
從

っ
て
等

し

く
イ

ン
プ

レ
イ

シ
オ

ン
政
策

を
採

つ
忙
と
す

れ
ば

、
吾

國

は

ア

メ
リ
カ
以
上

に
進

行

す

る
危

険
が
多

い
。
假

り

に
輿

論

の
監

視

と
政
府

の
自

制

に
よ

っ
て
、
吾

國

の
程
度

が

ア

メ
リ

カ

に
及

ば
す

、
從

っ
て
爲
替

相
場

は
多

少

の
回
復

を
見

た
と

し

て
も

、
問

題

は
相

場
高
低

の
位

置

よ
り

も
、
寧

ろ
そ

の
動
揺

か
安

定

か

に
あ

る
。
イ

ン
プ

レ
イ

シ
オ

ン
政
策

が
彼

我
雨
國

に
行

は

る

》
場
合

、
爲
替

動
揺

の
程
度

の
加

は

る
べ
き

こ
と
言

ふ
ま

で
も

な

い
。

此

の
如

き
駕
替

の
状

態

に
凋

し

て
、
何
等

の
対
策
.を
も

講
ず

る
こ
と

電

く
、
之

を
自
然

の
動
揺

に
放

、任

す

る
が

如

き

は
、
決

し
て
策

の
得

た

る
も
の

で
は
な

い
。
爲
替

放
任

の
政
策

は
、
國
際

間

の
商

品
交

通
が
全

く
目

由

に
行

は

れ
、
且

つ
国

際
間

の
資

本
移

動

が
重
要

な
ら

ざ

る
場

合

に
は

、
全

く
無
意

味

の
も
の

で
は
な
か

っ
た
。

け
れ
ど

も
今

日

の
如

き
す

で
に
放
任
経
済

は
統
制

経
濟

に
轄

化

し

て
、
國
際

間

の
商

品
交

通

は
關
税

障
壁

に
よ

っ
て
全

く

硬

塞
さ
れ

、
他

方

に
国

際

金
融

資
本

の
投
機

的
活

躍
が

、
國

民
経
済

の
利
益

を
無

視

し
て
横

行
す

る
時

代

に
あ

っ

て
は
、
国

家

は
国

民
経

済

全
膿

の
立
場

に
於

て
、
之

を
統

制

し
管

理

せ
ね
ば
な

ら

ぬ
。
現

に
世
界
.各
國

の
事
實

に

就

い
て
見

る
も
、
殆

ん
ど
大
多
数

の
国
家

は
、
金

の
輸
出

を
禁

止
す

る
と
否
と

に
論
な
く

、
爲
替

管

理

を
貴

行

し

つ
～
み

る
。

い
ま

昨
年

末
ま

で
に
爲
替
管

理
を
實
施

せ

る
諸
國

を
列
翠

す

れ
ば
、
,
ド
イ

ツ
。
イ

ギ
リ

ス
・
イ

タ
リ
ー

ス

エ
ー

デ

ン
.・
デ

ζ

ー

ク

・
・

シ

ア

・
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

・
オ

ー

ス

ト

リ

ァ

ニ

ン

ガ

リ

!

チ

エ

コ
三

ー

ゴ

ス

ラ

ヴ

・

ギ

リ

シ

ャ

・
ト

ル

コ
・
プ

ル

ガ

リ

ヤ

・
エ

ス

ト

ニ
ア

・
ス

ペ

イ

ン

・
イ

ン
ド

・
ペ

ル

シ

ヤ

・
南

阿

磁
酬
邦

・
ブ

ラ

ジ

ル

・
ウ

ル

ガ

イ

・
ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

・
チ

リ

ー

等

で
あ

っ

て

、

僅

か

に

フ

ラ

ン

ス
・
ア

メ

リ

カ

合

衆

國

の

み

が

之

を

實

施

せ

ざ

る

.



.

渉出誓舞

撒
アf
・

に
過
ぎ
な
い
。
金
再
禁
止
を
断
行
し
、
兌
換
停
止
を
敢
行
せ
る
吾
國
が
、
何
故
に
濁
り
爲
替
放
任
の
政
策
を
探

り

つ
～
あ

る

か
、
わ

れ
く

は
其

の
理

由
を
知

り
得

な

い
。

以
上
本
論
に
お
い
て
は
、
た
ゴ
金
再
禁
後
の
爲
替
問
題

に
關
し
て
起
り
う
べ
き
諸
問
題
を
提
出
し
た
る
に
過
ぎ

な
い
。
そ
れ
は

一
般
的
に
は
今
日
お
よ

び
今
後
の
国
際
的
常
態
と
も
な
る
べ
き
紙
幣
國
間
の
爲
替
問
題
で
あ
り
、

具
膿
的
に
は
今
後
の
わ
が
圓
爲
替
に
關
す
る
現
實
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
先
づ
理
論
上
の
問
題
と
し
て
、
爲

替
相
場
と
物
慣
と
の
關
係
、
從

っ
て
購
買
力
李
償
説
の
再
吟
味
に
關
す
る
問
題
之
、
爲
替
相
場
と
國
際
貸
借
ま
た

は
収
支
と
の
關
保
冷
、從

っ
て
國
際
貸
借
説
の
再
吟
味

に
關
す
る
問
題
が
あ
る
。
換
言
せ
ば
駕
替
相
場
の
決
定
む

よ

び
鋸

の
理
論
に
塑

、
・⇔
考
察
が
要
葬

れ
て
み
る
。
薯

こ
の
理
論
的
研
究
を
前
提
と
し
『

爲
替

曇

す
る

政
策
的
研
究
即
ち
今
日
の
問
題
と
し
て
の
爲
替
統
制

お
よ
び
爲
替
管
理
の
問
題
が
あ
る
・
・」
の
小
論
は
是
等
の
諸

問
題
緕

す
茎

部
的
解
答
を
寮

,
も
の
で
は
な
い
。
た
藺

題
を
提
起
す
る
・
と
に
よ
っ
て
・
冷
後
の
現
實
の

推
移

を
観

察

し
、
之

に
關
す

る
理
論
的
な

ら
び

に
政
策

的
考
察

を

な
す

た
め

の
出

登
貼

た
ら
し

め
ん
と

す

る
に
過

ぎ
な

い
。
(
七
、
二
、二
〇
、稿
了
)

金
再
愁
ポ
後

の
爲
替
相
田揚

第
三
十
四
巻

五
四
七

第

三
號

八
三


